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1.は じめ に

視覚情報の表示 には、様々な方法がある。 これらの中で、野外 における視覚表示機能を

有する ものは、信号 、標識、ポスター、広告、看板 など多種多様である。本報では、 これ

ら視覚表示の中で、ポス ターの色の使われ方について検討す る。ポスターは、静的 な視覚

表示 として、古 くか ら最 も簡単 な情報伝達手段 として、商業的、公共的、政治的に利用さ

れて きた。ここで は、目的が明確である選挙ポスターに焦点 を絞 ることに し、第39回 衆議

院総選挙立候補者の中で、東京都 と大阪府の立候補者のポスターに使用 された色 の実態調

査の結果に考察 を加 えることにす る。

H.調 査 概要

1)調 査期 間 第39回 衆議 院総選挙期 間中の1990年2月3日 ～2月18日 迄の16日 間で あ

る。

2)調 査対象 調査 の対象 としたのは東京都 と大阪府の全立候補者のポ スターである。

掲示板周辺の明 るさについては、撮影場所の鉛直面照度 を測定することに した。ポスター

の色 は、写真撮影(カ ラースライ ド)し た結果 よ り分類 したが、選挙 ポスターの写真撮影

には、 日本色研製の10色 相(R,YR,Y,GY,G,BG,B,PB,P,RP)とN1,N5,N9の 計13枚 の

視角2度(1m前 方)の 色票を同時 に撮影 してある。撮影 したフィルムは同一会社製 とし、

撮影時 には掲示面 に直射 日光が当たっていないこ とを確認 した。 フィルムの現像は、ほぼ

同 じ日にまとめて同一現像所で行 った。ポスターに使用 された色相分類 は、スライ ド映写

画面の視感測色 によるものである。

皿.結 果及 び考 察

1)資 料の回収状況

第39回 衆議院総選挙 は、選挙区が130区 、立候補者が953人 で、その内訳 は表一1に 示す

通 りである。ここで、検討対象 とした東京都 と大阪府の選挙区の回収率 は、いずれ も100%

であったが、立候補者のそれは前者が77.2%、 後者が95.3%で あ った。東京都の立候補者

の中に相当数の人が、ポスターを掲示 して ないことが知 られる。

一147一

N工 工一ElectrOnicLibrarySe-vice



OtemaeUniverSity

選挙ポスターを構成する色(東 京 と大阪の事例)

表1日 本全国の地域別の選挙区と立候補者の数

地 域 選挙区 立候補者 都道府県名

道

北

部

畿

国

国

州

東

京

陸

海

阪

海北

東

中

近

中

四

九

関

東

北

東

大

5

貰3

i2

11

9

7

18

22

u

5

ユ0

7

35

93

76

79

61

49

121

亙67

127

29

73

43

北海道

青森、秋 田、岩手 、宮城、山形、福 島

新潟、長野、山梨 、静岡

滋賀 、京都、兵庫 、奈良、和歌山

広島、岡山、島根、鳥取 、山口

香川 、徳島、高知、愛媛

福 岡、佐賀、長崎、熊本 、大分、宮崎 、鹿児島、沖縄

茨城、栃木、群馬、千葉 、埼玉、神奈川

東京

富 由、石川、福井

愛知、岐阜、三重

大阪

　寮
口合 BO953

2)掲 示板周辺 の明 るさ

選挙期 間中は、太陽高度の低い時期だ ったので、撮影 した時間帯 は大体8時30分 ～16時

30分 の間であ る。撮影 した 日は両地域 とも晴れてお り、太陽高度が上るに伴 い照度 はかな

り一ヒ下に変化 していた。撮影 した時 には、掲示板 に直射 日光 は当たっていなかったが、晴

れた 日の昼 光の変動 は激 しく、 これ らを既存 の測定値ηである太陽高度 に対応す る天気別

の全天空水平面照度 と比較す ると、照度 の変化幅 はほぼ同 じ傾 向を示 していることが確め

られた。

3)ポ ス ターの表示面の構成

公職選挙法三1では、選挙用掲示板の各立候補者 のため区画 は42cm以 上 とす るこ と、ボス

ターの大 きさは タブロイ ド型(長 さ42cm× 幅30cm)を 超 えないこと、選挙ポスターは、大

きさと掲示場所の規定の他 には掲示責任者 と印刷所の住所氏名を記入す ることを定めてい

る。調査 した立候補者のポスターは、幅 に若干差異が見 られたが、ほぼ規定の大 きさの範

閥 にあった。

① 顔の表示面積 ポスターの中の顔表示は、東京都 の1事 例 と大阪府の3事 例 を除いて、

全部 に見 られた。図 ユは、顔表示部分のポスター全表面 に占める面積割合の累積相対度数

分布 を示 している。 これよ り、ポス ター全体の60%が 、分布 曲線 では20%～80%値 の間で

大阪の顔表示面積が東京 よ り2割 多いことよ り、大阪の方が東京よ り顔の面積の大 きいこ

≒が 知 られ る。 同図 に 、当選 者 の み につ いて の結 果 も表 してあ る。 また、 表2は 、図1よ

り大阪 と東京の立候補者全員 と当選者の顔表示部分のポス ター全表面 に占める面積割合を

累積相対度数分布か ら読み取 った ものである。これよ り、分布曲線の0%～20%値 の顔表示
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表2累 積相対度数に対応する顔表示面積の割合 (%)

累積相対度数0 102030405060708090100

全 員 3.512.018.022,024.526.028.532.538.058.0

大阪
当選者 5.014.019.522.024.026.030.034.041.558.0

全 員 3.510.014.017.021.023.525.529.034.042.0
東京
当選者 6.512.517.521.023.526.029.034.038.042。0

の少ない面積 と、80%～100%値 の顔表示 の大 きい部分 とに多少の違いはあるけれ ども、

全体の6割 は大阪 と東京の顔表示面積の分布 に差異の僅かなことが知 られる。これ より、

大阪のポスターにおける顔 の表示面積 の分布 は、全立候補者 と当選者共 にほぼ同 じであ り、

東京の当選者 は全立候補者 よりやや広 い顔表示 となって、大阪 と同 じ傾 向にあるといえる。

② 身体全体の面積 図2に 、身体全体の表示面積のポスター全表面 に占める面積割合の

累積相対度数分布 を示 している。 これ より、両地域 の差異 は認 めがたいが、表示面積の範

囲は広 く、ポスター全体 の6割 を占め るもの もあることが知 られる。同図に、当選者のみ

の結果 も表示 しているが、全体 の分布傾 向に差異 は見 られない。

③ 名前の面積 図3は 、名前 の表示面積がポスター全表面 に占め る割合の累積相対度数

分布 を示 している。 これ より、分布 の10%～90%値 にかけて大阪の名前表示面積が東京 よ

り2～3割 広い ものがポス ター全体の80%を 占めていることより、全体 に大阪の方が東京

より名前表示面積 の広 いことが知 られる。 これ を、当選者のみについて表 したもの も図3

に示 してあ る。 この結果 よ り、表示面積が全体 に2%～3%増 加 しているといえるが、ボ

スター全体の場合 とほぼ同 じ傾向 を両地域が示 している。

一149一

N工 工一ElectrOnicLibrarySe-vice



OtemaeUniverSity

選挙ポスターを構成する色(東 京 と大阪の事例)

図3名 前の表示部分のポスター全体

に占める割合の累積相対度数

4)ポ ス ターの色 の使 われ方

各 ポ ス ター に使 わ れ た 色 を有 彩 色10色 相(R,YR,Y,GY,G,BG,B,PB,P,RP)と 無 彩 色

3段 階(白,灰,黒)の 計13に 分類 し、 配色 につ いて検討 す る こ とに した。

① 配 色数 図4に 大阪 と東 京 にお け る選 挙 立候 補者 の選 挙 ポ ス ターに使 用 され た配色 数

の割 合 の 累積 相対 度 数分 布 と相対 度 数 を示 す 。 こ こで調 べ た配色 数 は、洋服 に使 わ れた色

は除外 し、 ポ ス ターの 中の 名前 、 党名 、 ス ロー ガ ン等 とそ の背 景 に使用 され た色 のみ を対

象 と して い る。 ここ にあ げた両 地域 で は、文 字 のみ の選 挙 ポ ス ター は、大 阪3事 例 、東京

/事 例 で 、他 全部 に顔写 真(イ ラス トも含 む)が 使 わ れて い た。

両 地域 の ポ ス ターに使 われ た色相 の 数 の相対 度 数 をみ る と、 大阪 の1位 は4色 で34%、

2位 が5色 で26%、3位 が4色 で22%、4位 が6色 で9%を 示 し、東京 で は1位 が5色 と

3色 で各27,3%、3位 が4色 で23%、4位 が6色 で15%を 示 して い る。 全体 の中央 値 は 、
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図4立 候補者の配色数の累積相対度数と相対度数

東京 が4色 、大 阪 が3.6色 で あ る。 図5に 、当 選 者 の結 果 を示 す 。 大阪 は、3色 、4色 、

5色 が 同 じ25%を 示 し、全 体 の75%を 占め る。'東京 は、5色 が35%、4色 が22%、3色 が

18%の 順 に使用 され てい る こ とに よ り、配 色 数 は東京 の方が 大 阪 よ りやや 多 い とい え る。

② 配 色 使 用 され た色 の相対 度 数 を求 め 、大 阪 と東 京 に分 けて表 した のが 図 一6で あ る。

1位 は 白の91%、2位 はRの90%～88%と 両 地 域 と も同 じで あ る。 大 阪 で の3位 はYの

56%、4位 はBの49%、5位 はPBの46%、6位 は黒 の36%の 使 用 実 態 であ る。東 京 で の

3位 は黒 の56%、4位 はPBの54%、5位 はBの39%、6位 はYの33%の 使用 実 態 で あ る。

これ を当選 者 のみ に限 って表示 したの が 、図7で あ る。 両地 域 の使 用割 合 に若 干 の差 異 は

見 られ るが、使 用 され る順 位 は 同 じで あ る。 これ よ り、大 阪で は白、赤 、黄 、青 、青 紫 の

順 で 、東京 で は 白、赤 、黒 、 青紫 、青 の順 で多 く使 用 されて い る とい える。
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図6立 候補者の色の使用実態の相対度数

図7当 選者の色の使用実態の相対度数

③ 各色 の表 示 面 占有割 合 ポ ス ター に使 われ る各 色が 、 紙面 全体 に占 め る割 合 の累 積相

対度 数 と相 対 度 数 を、 大阪 と東 京 につ い て表 したの が 図8～ 図13で あ る。

q)白 図8は 、 ポ ス ターの 中 の 白の使 用 割 合 を示 してい る。 この色 は、 相対 度 数 の 分布

も平均 し、分布 曲線 の8割 で あ る10%～90%値 が 数%か ら50%と 広 く分 布 してい る こ とに

両 地域 の差 異 は それ ほ ど認 め られ ない、,

(2)赤 図9は 、 ポ ス ター の中 の 赤 の使 用 割 合 を示 して い る。 大 阪で は、赤 の 使 用割 合の

8割 が紙 面 全体 の3%～36%で あ る。東 京 で のそ れ は、紙 面全 体 の]%～25%で あ る。 ま

た、 累積 相対 度 数 を一一定 と した場 合 に は、 大阪 で の全体 に 占め る割合 が東 京 よ り5割 強 を

占め 、赤 の使 用 面積 割 合 の多 い こ とが知 られ る。
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図8白 のポスター全体に占める割合の累積相対度数と相対度数

図9赤 のポスター全体に占める割合の累積相対度数 と相対度数

図10黄 のポスター全体に占める割合の累積相対度数と相対度数
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図冒 黒のポスター全体に占める割合の累積相対度数 と相対度数

図τ2青 のポスター全体に占める割合の累積相対度数と相対度数
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(3)黄 図10は 、ポスターの中の黄の使用割合 を示 している。この色 は、全体の8割 が1%

から19%の 紙面を占めているが、5割 までが3%以 内の紙面占有率 にあ り、紙面全体 に占

める割合 は低い といえる。この傾向に両地域の差異 は認め られない。

(4)黒 図11は 、ポスターの中の黒の使用割合 を示 している。大阪 は全体の7割 が、東京

では全体 の8割 までが2%以 内の紙面占有率であ り、表示面全体 に占め る割合はご く少 な

い場合の多いことを示 している。

(5)青 図12は 、ポス ターの中の青の使用割合 を示 している。大阪では、青 の使用割合 の90%

が紙面全体の1.5%～37%で ある。東京でのそれは、紙面全体の0.5%～39%で あ る。両地

域の差異は余 り認 められない。

(6)青 紫 図13は 、ポスターの中の青紫の使用割合 を示 している。大阪では、青紫 の使用

割合の90%が 紙面全体の0.5%～26%で ある。東京でのそれは、紙面全体の0.5%～53%で

ある。相対度数の50%値 以上で東京が大阪 より1.6か ら2倍 近 く紙面 を占有 して いること

よ り、青紫 は東京で使用 されることの多いことを表 しているといえる。

また、表3に(1)か ら(6)の 各色の表示面積の累積相対度数に対応する値 を示 している。

これ より、黒 は使用 されて も60%値 までは、紙面 の1%程 度であること、次いで黄のそれ

は5～7%で あることが知 られる。

これ らの選挙ポスターに使用 される色 は、立候補 した選挙区の印刷所に左右 され るので

はないか と、撮影 しなが ら調べた範囲では、大阪選挙区のポス ターで も、かな りの数が東

京で印刷 されていた。従 って、選挙 ポス ターの色は、各立候補者 自身及び関係者が各地域

特性 をある程度考慮 して決定 しているので はないか と考 えられ る。

表3累 積相対度数に対応する各色の表示面積の割合(%)

累積相対度数0 102030405060708090100

R 03.06.09.013.015.519.023.028.037.087.0

白 01.03.05.59.013。518.023.031.039.063.0

大阪
Y 00.30.40.51.03.05.510.Ol6.527.051.0

黒 00.10.20.30.40.50.62.46.212.023.0

PB 00.51.02.55.08.012.016.021.026.039.0

B 01.53.05.07.011.015.522.029.037.053.0

R 01.53.04.56.59.011.014.518.025.041.0

白 00.31.53.57.012.018.026.037.049.073.0

東京
Y 00.30.51.52.04.07.011,519.030.071.0

黒 00.20.40.60.70.91.21.52.13.527.0

PB 00.51.03.06.513.523.034.043.053.065.0

B 00.52.05.09.014.020.026.033.039.071.0
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W.ま とめ

① 顔の表示面積の紙面全体 に占め る割合 は、大阪のポスターの方が東京 より2翻 多い。

しか し、東京の当選者は大阪 とほぼ同 じ占有率 を示 し、中央値 は25%を 示 している。

② 身体全体では、大阪 と東京 に殆 ど差はな く、身体表示面積の紙面全体 に占め る割合の

中央値 は40%を 示 している。

③ 名前の表示 曲積 の紙面全体 に占める割合 は、大阪のポスターの方が東京 よ り2～3割

多 く、中央値 は大阪が艮%を 、東京がU%を 示 している。

④ 大阪の配色数 は多 くて6色 、東京のそれは7色 である。 中央値 を見ると大阪が3 .6色、

東京が4色 を示 していることよ り、東京の配色数がやや多いといえる。

⑤ 使用頻度の多い色 は、白と赤が共通 している。次いで大阪は黄、青、青紫、東京は青

紫、黒 、青の順である。

⑥ 黒 と黄 は使用 され る表示面積は少な く、使用頻度分布の6割 は前者が1%以 内、後者

が7%以 内である。

V,今 後 の問題

ここに報告 したのは、東京 と大阪の2地 域 のみについての結果なので、使用 され る配色

数及び色梢 については他の地域 の結果 とも対照することによ り、全体の傾向 を把握す る必

要があ る。 また、選挙ポスターに使 われている配色の特徴やその見え方 などについて も検

討すべ き課題であると考 えている。最後に、写真撮影 に協力 していただいた方 々に深甚 な

る謝意 を表 します。
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